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平 成２９年６月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２２日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 「第３２回国民文化祭・なら２０１７」「第１７回全国障 知 事

害者芸術・文化祭なら大会」について

本年秋に開催される「第３２回国民文化祭・なら２０１

７」「第１７回全国障害者芸術・文化祭なら大会」につい

（２２番） て、県民一体となった祭典とするために、どのように取り

中野 雅史 組んでいくのか。

(自由民主党)

２ （仮称）奈良県国際芸術家村について 知 事

今年３月に開催された奈良県国際芸術家村構想等検討委

員会では、（仮称）奈良県国際芸術家村における年間利用

者数や経済波及効果の試算結果が示されたと聞いている

が、平成３２年度中の施設の完成を目指し、今後どのよう

な目標や効果を掲げて拠点づくりを進めようとしているの

か。

３ 小さくても特徴のある企業の育成について 知 事

本県では、規模の小さな企業が県内企業の多くを占めて

おり、これら企業を振興することが、県の経済活性化に資

するものと考える。小さくても強い企業、小さくても永く

続く企業の育成を目指し、小規模企業振興基本条例が施行

されたが、小さくても特徴のある企業をどのように育成し

ていこうと考えているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２２番） ４ 工業ゾーン創出プロジェクトについて 知 事

中野 雅史

(自由民主党) 交通アクセスの向上により立地ニーズが高い西名阪自動

車道及び京奈和自動車道周辺において、大和郡山市など２

市３町と連携して取り組む工業ゾーン創出プロジェクトの

進捗状況はどうか。また、今後、どのように進めていくの

か。

５ 「世界に誇れる奈良公園」を目指した取組について 知 事

自然豊かで、歴史・文化資源が豊富な奈良公園は、外国

人旅行者にとっても非常に魅力的な場所である。この奈良

公園が世界に誇れる公園となるよう、さらに魅力溢れるも

のにするために、これまでどのように取り組んできたの

か。また、今後、どのように取り組んでいくのか。

６ 教育環境の充実について 教 育 長

安心・安全で質が高い教育環境を実現するため、県立高

校には、耐震化による安全性の確保にあわせ、快適な学習

環境も求められている。特に、空調整備については、育友

会等からも早期の整備とともに、既に設置されている空調

設備の管理費の移管を求める声があがっているが、県立高

校の空調整備について、今後、どのように取り組んでいこ

うと考えているのか。

１ 企業誘致について 知 事

これまでの企業誘致によってどのような成果があったの

か。また、ますます激しくなる近隣府県との競争に勝ち、

これまで以上に奈良県を立地場所として選んでもらうため

（４０番） には、支援施策を一層充実させていくことが必要と考える

中村 昭 が、どうか。主要なプロジェクト

(自民党奈良)
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４０番） ２ なら食と農の魅力創造国際大学校（ＮＡＦＩＣ）を核とし 知 事

中村 昭 た賑わいづくり事業について

(自民党奈良)

中南和地域の観光振興や地域の活性化の拠点となり得

る、ＮＡＦＩＣを核とした賑わいづくり事業についてどの

ように進めようとしているのか、知事の思いをあらためて

聞きたい。

３ 「大神神社参道周辺地区」のまちづくりについて 知 事

今後、大神神社参道周辺地区のまちづくりの実現に向

け、具体的にどのように取り組もうと考えているのか。

４ 地域包括ケアの推進について 知 事

県は、地域の実情に応じた地域包括ケアシステムの構築

に向けて、地域における医療・介護連携の推進をどのよう

に支援していくのか、知事の所見を伺いたい。

５ 障害者施策の充実について 知 事

障害のある方が、それぞれの状況等に応じて地域との関

わりを持ち、生きがいのある充実した生活を送ることがで

きるようにするためには、はたらく場や居場所の確保は最

重要課題と考えるが、県は、今後、このような課題に対

し、どのように取り組もうとしているのか。

６ 道徳教育の充実について 教 育 長

「郷土愛」を育む道徳教育の充実を図るため、今後、県

教育委員会として、道徳の教科化に向け、教員の資質向上

など、どのように取り組んでいくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 「違法公共工事を行った」旨が説明された会議への調査等 県土マネジメント

の疑義について 部 長

平成２８年奈良県議会１２月定例会の代表質問にて、県

の幹部が参加する会議において「腹をくくって公共工事で

（ ９番） 是正しよう」、「無理やり河川が閉鎖することにする」、

川田 裕 「違法行為は握りつぶすことができる」等と発言がされて

(日本維新の いた事実の有無について質問した。県土マネジメント部長

会) の答弁は「承知していない」と答弁された。その後、通告

に対し調査もなしに答弁を行っていたことが発覚したこと

から、調査を求めた。当方からは事件に該当する会議名、

日時、出席者を奈良県に申告し、その後、簡易と思われる

調査結果を平成２９年３月９日に発せられた砂災第１８５

号（以下「報告書」と呼ぶ。）にて報告された。しかしな

がら、報告書の内容には１名が「違法公共工事の内容」等

の旨の発言が認められた内容であったが、県土マネジメン

ト部は結論として「調査の概要から、調査対象とした発言

や類似する発言は確認できませんでした。」（前後省略）

と調査を打ち切っている。

よって、調査手法及び報告書の内容に疑義があると同時

に、不正公金支出に関する「違法公共工事」の疑いがある

重大案件に対し、報告書作成に至る調査手法、多数決と思

える結論の出し方、その経緯に係る行政文書非開示理由、

担当部長のマネジメント能力、また公務にかかる能事等に

ついてお聞きする。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ９番） ２ 葛城市寺口の砂防違法盛土の土地に対する違法公共工事の 県土マネジメント

川田 裕 疑義について 部 長

(日本維新の

会) 葛城市寺口における奈良県砂防指定地等管理条例の規定

に抵触した法令等違反の行為がなされた土地に対し、奈良

県は是正命令まで行っている。しかしながら、平成２７年

度及び平成２８年度の防災・安全交付金事業をはじめ、該

当する土地の整備等の公共工事を行っている。このような

個別の法令等に抵触した土地に対する交付金事業は可能

か、また、このような事由に対する公共工事は可能か、等

についてお聞きする。

３ 砂防指定地台帳の整備の進捗状況について 県土マネジメント

部 長

平成２８年１２月定例会において代表質問で行った砂防

指定台帳の不備について半年が経過したが、平成２８年１

２月から様式第２表及び附図の作成はどれだけ進捗した

か、等についてお聞きする。

４ 生駒市西松ヶ丘の行政代執行について 県土マネジメント

部 長

平成２８年１２月に違法盛土が原因で生駒市西松ヶ丘の

違法盛土が崩落する危険性があると報告され、行政代執行

を視野に入れ速やかに検討に入ると現地の住民説明会で奈

良県から説明が行われた。その後、奈良県知事の記者会見

においても「行政代執行を行う方向性である」旨の説明が

なされた。しかし既に半年が経過し、計画に対する進捗す

ら説明されない。現状では、どこまで計画が策定されてい

るのか、また、行政代執行による危険回避はいつ行われる

のか、等についてお聞きする。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ （仮称）奈良県国際芸術家村整備事業に係る用地買収と 知 事

（仮称）奈良県国際芸術家村整備基本計画について

（１）（仮称）奈良県国際芸術家村の用地の不動産鑑定におい

て、市街化調整区域など複数の規制がある「雑種地」、

（２０番） 「山林」、「ため池」、「田」を宅地見込地とみなしたこ

阪口 保 とに加え、「山林」を評価する際の取引事例で「田」を使

(創生奈良) 用していることは妥当でないと考えるがどうか。

（２）（仮称）奈良県国際芸術家村整備基本計画の道の駅や農

産物の直売所、加工所などについては、将来、県の財政負

担が増える可能性もあることから設置する必要はないと考

えるがどうか。

２ 県職員の超過勤務について 知 事

（１）今現在で、心身の故障のうち精神及び行動の障害によっ

て長期に休んでいる職員の数とその原因を示されたい。ま

た、先月、県土マネジメント部砂防・災害対策課の職員が

３５歳の若さで亡くなられたが、その事実をどのように考

えているのか。

（２）超過勤務手当支給時間と実超過勤務時間の乖離があると

考えており、その乖離を把握すべきと考えるがどうか。

３ 生駒市西松ヶ丘住宅地の砂防指定地における無許可の盛り 知 事

土による亀裂の問題について

行政代執行による対応など、根本的な盛り土の解決策の

進捗状況を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２０番） ４ 里親支援の充実について 知 事

阪口 保

(創生奈良) 本県の里親委託率の現状及び委託率を高めるための施策

について、どのように考えているのか。また、県として早

急に里親支援機関を指定し、里親支援の充実を図るべきと

考えるがどうか。

５ 辻町インターチェンジの整備について 県土マネジメント

部 長

辻町インターチェンジの整備についての進捗状況を伺い

たい。


